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研究成果の概要（和文）：子宮内膜症患者と健常者の子宮内膜組織内の分子動態 を解析・比較し患者特異的に
発 現している分子を明かにする事により、異所性に組織生着が生じる機序について基礎的検討を行った。 健常
者および子宮内膜症患者における分子動態の解析を行う目的で;子宮内膜組織 各6検体(増殖期3検体 ・分泌期2
検体 ・月経期1検体)に対する免疫組織化学解析を行った。マーカーとして E-Cadherin、 Vimentin,さらに増殖
マーカーとして Ki67を各々使用した。子宮内膜症患者の上皮細胞においては間葉系性質が強くなっており、子
宮内膜層の予防には間葉系性格の上皮系性格への矯正が有用と考えられた。

研究成果の概要（英文）：About the mechanism of ectopic tissue engraftment by analyzing and comparing
 the molecular dynamics in the endometrial tissue of endometriosis patients and healthy subjects and
 clarifying the molecules that are specifically expressed in the patients. A basic study was 
conducted. Immunohistochemical analysis was performed on 6 endometrial tissues (3 proliferative, 2 
secretory, and 1 menstrual period) for the purpose of analyzing the molecular dynamics of healthy 
subjects and endometriosis patients. He used E-Cadherin as an epithelial marker, Vimentin as a 
mesenchymal marker, and Ki67 as a proliferation marker. The epithelial cells of patients with 
endometriosis have stronger mesenchymal properties, and it was considered that correction of the 
mesenchymal system to the correct epithelial system is useful for the prevention of the endometrial 
layer.

研究分野：生殖医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
女性のQOLを低下させている子宮内膜症に対する、予防あるいは進行の抑制を従来のホルモン療法に頼ることな
く、分子生物学的機序に則った新たな治療戦略を考える嚆矢になる研究結果であると考えられた。しかしなが
ら、新たな薬物療法を開発するにあたっては、その効果や投与経路を含めて実験動物による検討がまず行われる
べきと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 がんサーバイバーの卵巣機能温存が将来がん完治後の妊孕性温存につながることが、体外受
精胚移植技術の発展とともに問題視されるようになった。 
 
 
２．研究の目的 
がん治療の進歩にともないがんサ–バイバーが増加する一方、治療に伴う妊孕性の喪失が問題と

なっている。近年、若 年がん患 者の治療前に、配偶子(卵子、精子)、胚、性腺(卵巣および精

巣)の凍結が行われるようになった。しかし、 寛解後の挙児希望 時に凍結未受精卵子を融解し

た場合には受精率が低く、融解後卵巣組織の同所性自家移植では組織生 着率が低いことが問題

で ある。一方、凍結卵巣組織の融解後の異所性自家移植が少数例報告されるようになり、腹壁

直下の腹膜や結合織内に移植したのち採卵まで至った例が報告されている。今回の研究では、

この妊孕性温存を目的とした卵巣組織の凍結・緩解後の自家移植部位 として腹壁直下の結合織

を想定し、同部位における血流や病巣形成の組織学的特徴について検討することによって、卵

巣異所性 自家移植における高い組織定着性と卵巣機能の回復が期待できる移植法の確立が目

的である。 
 
 
３．研究の方法 
 女性がん患者に対する凍結・融解卵巣組織の自家移植を腹壁皮下に行うことを想定して、組

織生着性と卵巣機能開腹に関する基礎的検討を開始した。 移植された組織片の生着のためには、

がん組織の転移・生着の際にみられる上皮間葉転換（EMT）機構が、生着後の血流確保には必

須と考えられる。この EMTは、 良性疾患である子宮内膜症においてもその組織発生や進展に

深く関与していることが報告されるようになっている。 即ち、多くの女性において月経血の腹

腔内への逆流が起こっており、月経時に卵巣や腹膜に多量の月経血が播種されているが、特定

の女性のみに異所性の子宮内 膜症病巣が形成される原因、また更にそれが月経時疼痛の原因と

なっている可能性については未知であり、子宮内膜症患者と健常者の子宮内膜組織内の分子動

態 を解析・比較し患者特異的に発現している分子を明かにする事により、異所性に組織生着が

生じる機序について基礎的検討を行った。 はじめに、健常者における分子動態の解析を行う目

的で子宮内膜組織 6検体（増殖期 3検体 ・分泌期 2検体 ・月経期 1検体）に対する免疫組織

化学解析を行うこ ととした。上皮マーカーとして E-Cadherin、間葉マーカー として Vimentin,

さらに増殖マーカーとして Ki67を各々使用した。 
 
 
４．研究成果 
  

女性がんサーバイバー患者に対する凍結・融解卵巣組織の自家移植を腹壁皮下に行うことを想

定して、組織生着性と卵巣機能開腹に関する基礎的検討を行った。 移植された組織片の生着の

ためには、がん組織の転移・生着の際にみられる上皮間葉転換(EMT)機構、生着後の血流確保

には必須と考えられる。この EMT は良性 疾患である子宮内膜症においてもその組織発生や進

展に深く関与していることが報告されるようになっている。 即ち、多くの女性において月経血 

の腹腔内への 逆流が起こっており、月経時に卵巣や腹膜に多量の月経血が播種されているか、

特定の女性のみに異所性の子宮内 膜症病巣が形成される原因、また 更にそれが 月経時疼痛の

原因となっている可能性については未知であり、子宮内膜症患者と健常者の子宮内膜組織内の



分子動態 を解析・比較し患者特異的に発 現している 分子を明かにする事により、異所性に組

織生着が生じる機序について基礎的検討を行った。 健常者における分子動態の解析を行う目的

で子宮内膜組 織 6検体 (増殖期 3検体 ・分泌期 2検体 ・月経期 1検体)に対する免疫組織化

学解析を行うこ ととした。上皮マーカーとして E-Cadherin、間葉マーカー として Vimentin, 

さらに増殖マーカーとして Ki67を各々使用し検討した結果、女性の性周期の変化とともに上

皮系マーカーと間葉系マーカーの発現強度が異なることがあきらか となった。 
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